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ごうちゃんねる（GO-CHANNEL）        2022/06/18 

あっさり黙示録 

＃20『人類暗黒史の闇の帝王を暴き出す』 

黙示録12章 6～12節 

東住吉キリスト集会 高原 剛一郎 氏  
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お元気ですか。高原剛一郎です。さて、プロ野球選手は、今でもイチロー選手を大変尊敬してますね。 

なぜでしょう。結果を残して来たからです。「あんな小さい体では、大リーグでは通用しないよ。」 

いやいや、大活躍しましたね。「あの振り子打法というのは、打撃のセオリーに合致しないよ。」 

いや、日米両方共で首位打者ですよ。色んな人が色んな批判をしましたが、結果で黙らせて来たの

です。結果を残す。これがプロにとって一番大事なことですね。 

そして、結果が残っているがゆえに人々は彼を認めたのです。 

 

聖書も人類史上 最も叩かれ続けて来た書物だと思います。多くの人々が聖書に反対しました。 

色々批判したんですね。しかし、21 世紀の今も世界ぶっちぎりの大ベストセラーです。 

生き残って来ました。なぜでしょう。結果を残して来たからです。 

聖書の預言は必ず成就して来たんですね。その事実の前に、反対者のだれもが沈黙せざるを得なく

なったということだと思います。 

 

今日はあっさり黙示録の 20 回目。艱難時代のちょうど中間時点で起こることについての預言で、黙

示録 12 章 6～12 節です。今日解説するところには、中間時点で起こる 3つのことが出て来ます。 

 

中間時点で起こること 1 

6 女（イスラエル民族）は荒野に逃れた。 

そこには、千二百六十日の間、人々が彼女を養うようにと、神によって備えられた場所があった。 

 

7 年間のちょうど中間/3 年半の時点で、ユダヤ人たちはイスラエルに住み続けることはできません。

反キリストが恐るべき反ユダヤ主義・大迫害を実行するからです。 

そこでイスラエルのユダヤ人たちは、神が準備した荒野 ～現在のヨルダンのペトラ、聖書時代には

ボツラと呼ばれている所～ に逃げ込み、後半 3年半の間そこに匿われるんですね。 

 

ところで、黙示録は後半 3 年半のことを 3 種類の表現方法で語っています。 

①一時（ひととき）と二時（ふたとき）と半時（はんとき）。年単位なんですね。 

この言い方はダニエル書に出て来ます。「ダニエル書が言っていたあの 3 年半とは 艱難時代のこと

なんですよ」と思い起こさせるためにそう書くんでしょう。 

 

②四十二か月。月単位。③千二百六十日。一日単位。ユダヤ暦 1年 360日で計算しています。 

 

命からがら荒野に逃げ込んで来たイスラエルは、恐ろしい目に遭ったことでしょう。 

内心 怯えていたかもしれませんね。 

イスラエル、あるいは神に身を避ける者たちが、神によって守られている期間の毎日を年単位・月

単位ではなく一日単位、どんぶり勘定ではなく「毎日 日々神が見守っておられるのですよ」と伝え 
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るために、黙示録では敢えて千二百六十日と表現しているのではないでしょうか。 

今日の一日も神様があなたを守っておられた、そんな一日であったと思います。 

 

中間時点で起こること 2 

7 さて、天に戦いが起こって、ミカエルとその御使いたちは竜と戦った。竜とその使いたちも戦ったが、 

8勝つことができず、天にはもはや彼らのいる場所がなくなった。 

 

ミカエルは神の天使長です。神に仕える天使の軍団長・参謀総長と言ってもいいでしょう。 

ミカエルとその御使いたちが竜（悪魔）とその使いたちと、天の世界でバトルを行うんですね。 

その結果、悪魔の軍勢は勝つことができず、天にはもはや彼らのいる場所がなくなった。 

そして、地上に投げ落とされました。 

 

悪魔という存在については、9 節で 5 つの呼び名で呼ばれています。 

9こうして、その大きな竜、すなわち、古い蛇、悪魔とかサタンとか呼ばれる者、全世界を惑わす者

が地に投げ落とされた。 

 

◆大きな竜；炎のように赤い大きな竜（黙示録 12 章 3 節） 

炎のように赤いというのは戦争による流血。この世界に様々ないさかい・戦争・国際紛争、憎しみ合

って色んな争いがありますが、その背後に人と人を戦わせて自滅させるような、人間に対する憎悪

の塊のような霊的存在が控えている。その憎悪の根源こそが悪魔なのです。 

 

◆古い蛇；創世記の最初に出て来る人間、人類の共通の先祖はアダムとエバです。 

このアダムとエバを狡猾な嘘でだまくらかして罠に掛け、神に背かせた。 

人間を堕落させるために活動したあの蛇。実はその蛇を使っていたのは悪魔。 

人間が生まれる前から人間の堕落を狙いに狙っていたという、人間に対する憎しみを持っている霊

的存在が悪魔です。 

 

◆悪魔；悪魔と訳されていますが、ギリシア語でディアポロス。中傷する者。 

誰を中傷するのでしょう？ 神に人を中傷します。 

「神よ、彼はクリスチャンと言っていますが、ロクな信仰生活送ってませんよ。キリストを信じてい

るとは、とても思えないです。こんな奴を守ったり、祝福したりするのはおかしいと思います！」 

日々人間を、キリストを信じた人たちも 信じていない人たちも神に中傷している存在。 

 

そして、神に対して人間を中傷するだけではありません。人間に対して神を中傷する考えを吹き込

んでいる存在です。つまり、様々な不公平やいさかい、自分の身の上に非常に残念な事が起こった

時など、それらすべての物事の原因を神におっかぶせるという考えです。 

「神が愛なら、なぜこんな事が起こるんだ？ 神は愛なんかじゃないぞ！」という風に、神に対して

人が敵意を持つように促したり、その思想の源泉とならせているのは、実は悪魔です。 

 

ですから、神を憎々しく思ったり、神を罵ったりしたいような、そんな思いに駆られている時は、悪

魔から来た力によって協力していることになる。それをぜひ覚えておきたいと思うんですね。 

 

◆サタン；神の計画に反対する者。神の計画とは何でしょう？ 
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イエス･キリストが地上再臨して地上から悪を一掃し、千年王国をもたらすことです。 

 

イエスの地上再臨には条件があります。イスラエルがイエス･キリストを認め、救い主として受け入

れること。神の計画に反対しているサタンは「その計画を妨害しよう。イスラエルを滅亡させれば 

それは実現しない」と考えているので、イスラエルに対して徹底的な攻撃が繰り出されて来るので

すね。なので、反ユダヤ主義はサタンから出て来ている考えなのです。 

 

◆全世界を惑わす者；惑わしとは、嘘によって正常な判断をできなくすること。 

その状態に追い込む者が悪魔の正体で、それが悪魔のやっていることです。 

悪魔こそが、フェイク・嘘によって正常な判断ができないように人間を惑わす存在。悪魔は嘘の神。 

嘘の希望・嘘の約束・嘘の宗教を作って、人が真の神に立ち返ることができないように画策してい

る存在なのです。 

 

しかし、悪魔は艱難期の中間時点で、天から地に投げ落とされた。 

それまでは天に出入りできたんですが、投げ落とされた。 

 

中間時点で起こること 3 

悪魔が天から投げ落とされ追放されたので、天ではもう悪魔の中傷の声を聞くことがなくなった。 

なので、天では大きな声で歌い、喜びを叫ぶんですね。 

 

10 私は、大きな声が天でこう言うのを聞いた。 

「今や、私たちの神の救いと力と王国と、神のキリストの権威が現れた。私たちの兄弟たちの告発

者、昼も夜も私たちの神の御前で訴える者が、投げ落とされたからである。」 

 

天にいても悪魔の中傷の話をずーっと聞かなければならないのは、実に鬱陶しいことです。 

しかし天から追放されたので、もうその告発を聞くことはない。 

 

が、悪魔は地に落とされたのです。ですから、地は大変なことになるんですね。 

悪魔は自分の終わりが近いことを知って、この地でメチャクチャ大暴れします。 

大暴れするフィールドはもちろん全世界ですが、バビロンという都市を再建し、そこを中心に恐る

べき不幸を人類に投げ込んでいきます。それについては次回お話します。 

 

黙示録、いよいよ佳境に入りますが、質問があればコメント欄にお寄せ下さい。 

チャンネル登録もお願いします。ではまた お目にかかりましょう。 

皆さん、お元気でいてください。さよなら！ 

 

☆使用した聖書は「聖書 新改訳 2017」です。 


